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このたびはクリナップ商品をご購入いただき
まして誠にありがとうございます。
この取扱説明書は、みなさまに商品を安全に
そして長い間ご使用いただくために、注意事
項やお手入れ方法についてまとめたものです。
ご使用前には必ずお読みいただき、以後も手
近に保管し、ご活用くださいますようお願い
申し上げます。

レンジフード

取扱説明書
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注意記号について
この説明書には、安全や損害の発生につながる特に重要な注意には、　、　、　などの記号をつけて、大切な
注意であることを示しております。

記号は、禁止の行為であることを告げるものです。図の中や近傍に具体的な禁止
内容（左図の場合は分解禁止）が描かれています。

記号は行為を強制したり指示する内容を告げるものです。図の中に具体的な指示
内容（左図の場合は電源プラグをコンセントから抜いてください）が描かれています。

絵表示の例

安全上のご注意
必ずお守りください

この安全上の注意をお読みの上、正しくお使いください
ここに示した注意事項は、守らないと人身事故や、家財の損害に結びつくものをまとめて記載しております。
お読みになった後は、お使いになる方が、いつでも見られる場所に必ず保管してください。

●
●

注意記号について ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1●

安全上のご注意 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1~3

各部のなまえ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4
使いかた ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4
お手入れのしかた ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 5~8●

ベルマウス・ファンのはずしかた・組み立てかた ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 9~14
LED照明の交換について・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 15●

故障かなと思ったら ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 15
アフターサービス ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・16~17
仕様

●

使用上のお願い ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・3●

●

●

●

●

●

● ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 17
廃棄処分について● ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 17
保証書について● ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 18

人が死亡または重傷を負う可能性が想定される内容。……警 告
人が傷害を負う可能性および物的損害のみの発生が想定される内容。……注 意

1



2

安全上のご注意（続き）

●交流100V以外で
は使用しないこと
火災・感電の原因
となります

● 修理技術者以外の人は、絶対に分解
したり修理・改造はしないこと

※LED照明はお客様ご自身での
お取り替えはできません
光源寿命を迎えた場合は必ず交換
作業をご依頼ください

火災・感電・けがの原因となります

● 電気部品（モーター・スイッチ等）は、
水・洗剤等の液体につけたり
かけたりしないこと
ショート・感電
することがあり
ます

● 電源プラグは、刃および刃の取付面に
ほこりが付着している場合はよくふくこと
火災の原因となります

● お手入れの際は、レンジフードの運転
を停止し、照明を消す
次に必ず分電盤のレンジフード専用
ブレーカーを切ること
その際、ぬれた手で「入／切」しない
こと
感電やけがをする
ことがあります

分解・修理・
改造禁止

水かけ禁止 ほこりをとる

電源を切る

使用禁止

●ガス漏れのときは、スイッチを操作し
ないこと
爆発・引火の原因となります操作禁止

警 告

● 電源プラグを抜くときは、コードを
持たずに必ず先端の電源プラグを
持って引き抜くこと
コードに傷がつき、
火災や感電の原因
となります

● 長期間ご使用にならないときは、必ず
電源プラグをコンセントから抜く、
または分電盤のレンジフード専用の
ブレーカーを切ること
絶縁劣化による
感電や漏電火災の
原因となります

● お手入れの際に、はずしたファンや
部品の取り付けは確実に
おこなうこと
落下によりけがをする
ことがあります

● 調理中は、整流板や周辺の部品に手
を触れないこと
整流板や部品が落下
して、やけどやけがを
することがあります

● 本体に異常な振動が発生した場合、
使用しないこと
本体、部品の落下によりけがをする
ことがあります

● 運転中は指や物を
絶対に入れないこと
けがをすることが
あります

● お手入れの際は、必ず
厚手の手袋をすること
鋼板の切り口や角でけが
をすることがあります

●レンジフードの上に物を置かないこと
落下してけがをしたり、火災や故障
の原因となります

プラグを
持って抜く

取付注意

接触禁止

使用禁止

直視禁止禁　止

● 点灯中のLED照明を直視しない
こと
目を痛めることがあります

接触禁止

手袋をする

● 調理中、油に火が
ついたときは、運転
を止めること
運転をしていると、
火の勢いがよけいに
強くなり危険です運転停止

プラグを
抜く

注 意

分電盤

レンジフード用

分電盤

レンジフード用

1802　BJ81

停止
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安全上のご注意（続き）

●部品の取り付けまたは取りはずしの
際は、部品を落とさないように両手
でしっかりと支えること
落下するとけがをしたり、部品の傷・
変形の原因となります

● LED照明およびその周辺には、手を
触れないこと
高温になるため、やけどをすることが
あります 落下注意接触禁止

● 整流板を本体から取りはずさずに、図のような状態でお手入れしないこと
落下するとけがをしたり、部品の傷・変形の原因となります

注 意

使用上のお願い

●部屋の扉や窓からの風が強い場合には、横風等の
影響で煙の捕集性能が悪くなる場合があります

● LED照明を点灯しているとき、近くでテレビや
ラジオを使用されますと、雑音が入る場合があり
ます
その際はテレビやラジオを遠ざけるか、または
テレビやラジオの向きを変えてください

レンジフード近辺の扉や窓からの横風等の影響
がないようにしてください

● エアコンの風が直接あたらないようにしてください
風を受けると、吸い込みが悪くなります
オープンな場所では特にフードから漏れやすく
なります

●グリル付の調理機器と合わせて使用する場合、
グリル排気口から出る煙によって、壁パネルもしく
はレンジフード下面が結露することがあります

●整流板をはずして使用しないでください
吸い込みが悪くなります

● LED照明は明るくなるまでに時間がかかります
また、点灯後しばらくは明るさや光色が若干変化
します

この場合はふきとってご使用ください

● キッチンの気温が低いときに使用された場合に
はレンジフードの表面が結露することがあります
結露した場合はふきとってご使用ください

● 調理機器の真上、80cm以上
に取り付けてあるか確認して
ください
火災予防のため、グリスフィル
ターの下端が調理機器の真上
80cm以上に設けてください

● 湯沸器はレンジフードから
50cm以上離してください
レンジフードの下部には湯
沸器を絶対に取り付けない
でください
製品の損傷や高熱による
故障の原因となります

● 調理機器を使用するときは、必ずレンジフードを
運転してください
運転しないとフード内の温度が上がり、製品の
損傷や高熱による故障の原因となります

●レンジフードの運転中は給気をおこなってください
レンジフードの反対側の壁に空気の取入口を設ける
か、部屋の扉を少し開けてください
空気の取り入れが不十分ですと換気性能が低下
したり、レンジフードに異音・振動が発生する場合
があります● 調理機器の空焚きは絶対にしないでください

製品の損傷や高熱による故障の原因となります
● 市販のフィルターに交換したり、
重ねて使用しないでください
吸い込みが悪くなり、異音・振動
が発生する場合があります
性能を維持するため、専用の
金属製グリスフィルター（製品に
あらかじめセットしてあるもの）
をご使用ください

● IHクッキングヒーター（電気コンロ）使用時、レンジ
フードがあたたまりにくいため、結露（水滴）が
生じることがあります
お手数ですがその際は滴下する前にふきとって
ご使用ください
特に冬期など気温の低い状況では結露が発生し
やすくなりますのでご注意ください

5050以上cm

8080cm以上調理機器の
真上！

禁　止
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各部のなまえ

■スイッチのボタンを押します。

使いかた

スイッチ

LED照明

フード 整流板吊金具

煙道部

ファン
ベルマウス

ツマミ（ファン固定用）

グリスフィルター

整流板

切 運転が停止します。（LED照明は消えません）・・・・
弱 煙の少ないとき、静かに運転したいとき。・・・・
中 通常の運転のとき。・・・・
強 煙の多いとき、早く換気したいとき。・・・・

LED照明が点灯します。
（スイッチを押すたびに点灯／消灯を繰り返します）

・・・・

切 弱 中 強



お手入れのしかた

●お手入れはこまめにする
● 油が付着した状態で長期間ご使用になりますと、酸化した油で塗装面が変質して塗装
はがれの原因となります。
（変質がひどいと擦っただけではがれることがあります）

●調理直後のお手入れはしない
● 調理直後はレンジフードが熱くなっている場合がありますのでご注意ください。

● 特に、グリスフィルターは汚れやすいので、1ヶ月に1度程度の頻度でお手入れしてください。
早めにお手入れいただきますと、汚れも簡単に落とせると同時に塗装面の劣化も防げます。

●中性洗剤を使う
● お手入れの際には、台所用中性洗剤をご使用ください。右図のものを使用されますと、
塗装面が変色したり、傷が付いたり、はがれたりすることがあります。

●熱湯は変形のもと
● 60℃以上の熱湯は使用しないでください。樹脂部品が変形することがあります。

● 取りはずした部品は食器洗い乾燥機で洗わないでください。
塗装がはがれることがあります。

●専用のグリスフィルターを使う、他のフィルターを重ねない
● 専用のグリスフィルター以外を使用したり、他のフィルターを重ねたりすると、通気抵抗が大きくなり、吸い込み不良や異音
発生、故障などの原因となります。
また、金属以外のフィルターをご使用になると火災の原因となることがありますので、それらの使用は絶対にやめてください。

●ファンを変形させない
● ぶつけたり、落としたりして変形したファンで運転すると、振動や異音が発生することがあります。

●ファンをはずした状態では運転しない
● ファンをはずした状態で運転しないでください。モーターが過熱して故障の原因となります。

●食器洗い乾燥機は使用しない

ベ
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レ
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ナ
ー

殺
虫
剤

研磨剤入り
たわしスポンジたわしの

硬い面
金属たわし

か
び
と
り
剤

お手入れの際のお願い

● 電気部品（モーター・スイッチ等）は、
水・洗剤等の液体につけ
たりかけたりしないこと
ショート・感電する
ことがあります水かけ禁止

● お手入れの際は、必ず厚手の手袋を
すること
鋼板の切り口や角で
けがをすることが
あります

● 部品の取り付けまたは取りはずしの際は、部品を落とさないように両手でしっかりと支える
こと
落下するとけがをしたり、部品の傷・変形の原因となります

手袋をする

落下注意

● お手入れの際に、はずしたファンや
部品の取り付けは確実に
おこなうこと
落下によりけがを
することがあります取付注意

● お手入れの際は、レンジフードの運転
を停止し、照明を消す
次に必ず分電盤のレンジフード専用
ブレーカーを切ること
感電やけがをすることが
あります

完了後は分電盤のレンジフード専用
ブレーカーを入れて下さい

警 告

注 意

電源を切る ● ぬれた手でスイッチを操作しないこと
●調理機器の使用中は絶対にお手入れ
はしないこと
感電やけがをすることがあります必ず守る

分電盤

レンジフード用
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お手入れのしかた（続き）
1. 整流板とグリスフィルターのはずしかた

1 整流板をはずします。
整流板の左右を両手でしっかりと支え、少し押し上げます。①
左右のストッパーを押し込みながらゆっくりと10cm程度
おろした状態で、整流板の後ろを持ち上げ、整流板吊金
具からはずして手前へ取りはずします。

②

●取りはずしの際は、整流板に油や水滴がたまっている場合がありますので、油ダレに十分ご注意ください。
●整流板のお手入れの際は、整流板引掛部や整流板吊金具を変形させないようにご注意ください。
変形させてしまった場合、整流板が取り付かなくなることがあります。

●取りはずしの際は、必ず左右同時にはずしてください。
整流板吊金具の変形の原因となります。

お願い

●整流板を本体から取りはずさずに、図
のような状態でお手入れしないこと
落下するとけがを
したり、部品の傷・
変形の原因となり
ます

● 部品の取り付けまたは取りはずし
の際は、部品を落とさないように
両手でしっかりと支えること
落下するとけがをしたり、部品の
傷・変形の原因となります

注 意

両手で支える

グリスフィルターをはずします。2 グリスフィルターのとってを持ち、フィルター押えを手前にスライドさせます。①
グリスフィルターのとってを持ち、手前やや下側に引き出します。②

取りはずしの際は、グリスフィルターに油や水滴がたまっている場合がありますので、
油ダレに十分ご注意ください。

お願い

グリスフィルター

とって

フィルター押え 手前にスライドさせる

整流板

整流板吊金具整流板引掛部

整流板

❷ ストッパーを
奥まで押す

❷ ストッパーを
奥まで押す

❶ 少し
押し上げる

❶ 少し
押し上げる

禁　止

6



2. 整流板とグリスフィルターの組み立てかた

●取り付けの際は、必ず左右同時に取り付けて
ください。
整流板吊金具の変形の原因となります。

2 整流板を取り付けます。
整流板の引掛部を整流板吊金具に引っ掛けます。①
整流板を両手でしっかりと支えながらゆっくり手前側を上に持ち上げ、左右のストッパーを押し
ながらロックします。

②

整流板を軽く上下に動かしてみて確実に取り付けられたことを確認してください。③

お願い

グリスフィルターを取り付けます。1 グリスフィルターのとってを持ち、本体の引掛部に差し込みます。①
グリスフィルターの手前を持ち上げ、フィルター押えを奥側に
スライドさせて固定します。

②

グリスフィルター

とって

フィルター押え
カチッと音がするまで押し込む

引掛部

グリスフィルター

お手入れのしかた（続き）

整流板
❶引っ掛ける

❷持ち上げる

❶❸ パチンと音がしてストッパーが
引っ掛かる
確実に取り付け
られたことを
確認してください

奥側に
スライドさせる

整流板吊金具整流板引掛部

整流板

7
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お手入れのしかた（続き）

●電気部品（モーター・スイッチ等）は、
水・洗剤等の液体につけたりかけ
たりしないこと
ショート・感電する
ことがあります水かけ禁止

● お手入れの際は、必ず厚手の
手袋をすること
鋼板の切り口
や角でけがを
することがあり
ます手袋をする

警 告 注 意

1ヶ月に1度程度、中性洗剤を溶かしたぬるま湯に浸しながら表面の
やわらかいスポンジなどで洗ってください。
汚れがひどいときは中性洗剤を溶かしたぬるま湯につけ置きしたのち
表面のやわらかいスポンジなどで洗ってください。
汚れを落としたあと、洗剤が残らないように水洗いし、水気をとって
から取り付けてください。

■ グリスフィルター（汚れたらその都度お手入れしてください。目安:1ヶ月に1回程度）

中性洗剤溶液に浸した布で汚れをふきとったあと、洗剤が残らない
よう、水を湿らせた布で洗剤を良くふきとってください。
特に本体の下端部は汚れが付きやすいのでこまめにふきとってくだ
さい。

■ 本体、整流板（汚れたらその都度お手入れしてください。目安:1ヶ月に1回程度）

中性洗剤溶液に浸した布で汚れをふきとったあと、洗剤が残らな
いよう、水を湿らせた布で洗剤を良くふきとってください。
※ふき掃除の際は、ベルマウスの脱落やフィルター固定部など
の突起に注意してください。

■ 煙道部（汚れたらその都度お手入れしてください。目安:1ヶ月に1回程度）

お願い
●こまめにお手入れしてください。
特にグリスフィルターは汚れやすいので1ヶ月に1度程度の頻度でお手入れしてください。
油が付着した状態で長期間ご使用になりますと、酸化した油で塗装面が変質して塗装はがれの原因
となります。
早めにお手入れいただきますと汚れも簡単に落とせ、塗装面の劣化も防げます。

中性洗剤

お願い
グリスフィルターはこまめにお手入れしてください。
目詰まりを放置すると、換気不良や異音・振動の原因となります。



1. ベルマウスとファンのはずしかた

ベルマウス・ファンのはずしかた・組み立てかた
レンジフードを長期間お使いになり、汚れがひどい場合や気になる場合でベルマウスおよびファンもお手
入れする場合には、次の手順でおこなってください。

整流板・グリスフィルターをはずします。1 『1. 整流板とグリスフィルターのはずしかた』 （6ページ）を参照し、取りはずしてください。

● 電気部品（モーター・スイッチ等）は、
水・洗剤等の液体につけ
たりかけたりしないこと
ショート・感電する
ことがあります水かけ禁止

● お手入れの際は、必ず厚手の手袋を
すること
鋼板の切り口や角で
けがをすることが
あります

● 部品の取り付けまたは取りはずしの際は、部品を落とさないように両手でしっかりと
支えること
落下するとけがをしたり、部品の傷・変形の原因となります

手袋をする

落下注意

● お手入れの際に、はずしたファンや
部品の取り付けは確実に
おこなうこと
落下によりけが
をすることがあり
ます

取付注意

● お手入れの際は、レンジフードの運転
を停止し、照明を消す
次に必ず分電盤のレンジフード専用
ブレーカーを切ること
感電やけがをすることが
あります

完了後は分電盤のレンジフード専用
ブレーカーを入れて下さい

警 告

注 意

電源を切る ● ぬれた手でスイッチを操作しない
こと

●調理機器の使用中は絶対にお手
入れはしないこと
感電やけがをすることがあります

必ず守る

分電盤

レンジフード用

9



ベルマウス ベルマウス

1802　BJ81

ベルマウス・ファンのはずしかた・組み立てかた（続き）

ベルマウスに油や水滴がたまっている場合がありますので、取りはずす際や持ち運び
の際には、油ダレに十分ご注意ください。（水平を維持しながら取り扱ってください）

お願い

ベルマウスをはずします。
※このレンジフードは　　　　 ・　　　　 があります。
ご使用のレンジフードがどちらのタイプかは、下のイラストをご確認ください。

2 Lタイプ Rタイプ

RタイプLタイプ

RタイプLタイプ レンジフード前面 レンジフード前面

レンジフードを下から見上げた状態

ファンの中心が右寄り ファンの中心が左寄り

LED照明 LED照明

ツメ部

差し込み部
差し込み部

ツメ部

ベルマウスをはずす方向 ベルマウスをはずす方向

ツメ部

ツメ部

ツメ部

差し込み部
差し込み部

ベルマウス

差し込み部
差し込み部

ベルマウス

片方の手でベルマウスのツマミをつかみ、もう一方の手でツマミとは反対側を下図のように持ち、
両手でしっかりと支えながらベルマウスに刻印されている方向にスライドさせてはずします。

ツメ部

ベルマウス
ツマミ部

ベルマウス
ツマミ部

ベルマウス
ツマミ部

ベルマウス
ツマミ部

10



ベルマウス・ファンのはずしかた・組み立てかた（続き）
ファンをはずします。3 ファンが回らないように軽く手で押さえ、
ツマミを「ゆるむ」（時計回り）の方向に
回してはずします。

①

ファンを両手でしっかりと持ち、取り出します。②

お願い

お願い

●ツマミをはずすとファンが落ちますのでご注意ください。
●ファンは軽く押さえてください。強く押さえると変形することがあります。
●ファンをぶつけたり、落としたりして変形させないでください。

ツマミ
ファン

し
ま
る

ゆるむ

　TIGHTEN

LOOS
EN

本体からはずして、中性洗剤を溶かしたぬるま湯に浸しながら
表面のやわらかいスポンジなどで洗ってください。
汚れがひどいときは中性洗剤を溶かしたぬるま湯につけ置きした
のち表面のやわらかいスポンジなどで洗ってください。
汚れを落としたあと、洗剤が残らないように水洗いし、水気をとって
から取り付けてください。

■ ファンの洗いかた

中性洗剤

ファンにおもり（クリップ状の金具）が付いて
いる場合があります。
これはファンの回転バランスをとるための
ものです。
異音・吸い込み不良の原因となるので、
絶対にはずさないでください。 おもり

11



2. ベルマウスとファンの組み立てかた

ツマミ

ファン

12 1802　BJ81

ベルマウス・ファンのはずしかた・組み立てかた（続き）

ファンを取り付けます。1 ファンを両手でしっかりと持ち、ファン裏面の溝がモーター軸のシャフトピンに合うように差し
込みます。

①

ファンが回らないように軽く手で押さえ、ツマミを「しまる」（反時計回り）の方向に回して
しっかりと締め付けます。

②

し
ま
る

ゆるむ

　TIGHTEN

LOOS
EN

ファン裏面

シャフトピンモーター軸

溝

ファンを取り付けるときは、ファン裏側の
溝がシャフトピンに合うように差し込み、
ツマミを締めつけること。
溝がシャフトピンに合っていないと異常音
や故障の原因となります。

お願い

ファンは軽く押さえてください。
強く押さえると変形することがあります。

お願い

ファン



ベルマウス ベルマウス

ベルマウス・ファンのはずしかた・組み立てかた（続き）
ベルマウスを取り付けます。
※このレンジフードは　　　　 ・　　　　 があります。
ご使用のレンジフードがどちらのタイプかは、下のイラストをご確認ください。

2 Lタイプ Rタイプ

片方の手でベルマウスのツマミをつかみ、もう一方の手でツマミとは正反対を下図のように持ち、差し
込み部に入れながらツメ部もベルマウスに入るようにスライドさせてしっかりと奥まで差し込みます。

①

ベルマウスの差し込み部とツメ部がしっかりと入っていることを確認してください。②

RタイプLタイプ レンジフード前面 レンジフード前面

レンジフードを下から見上げた状態

ファンの中心が右寄り ファンの中心が左寄り

LED照明 LED照明

ツメ部

差し込み部
差し込み部

ツメ部

ベルマウスを取り付ける方向 ベルマウスを取り付ける方向

RタイプLタイプ 差し込み部
差し込み部

ベルマウス

差し込み部
差し込み部

ベルマウス

ツメ部 ツメ部

ベルマウス
ツマミ部

ベルマウス
ツマミ部

ツメ部 ツメ部

差し込み部にしっかり
入れること

ツメ部にしっかり
入れること

13



ベルマウス・ファンのはずしかた・組み立てかた（続き）
整流板とグリスフィルターを取り付けます。3 『2. 整流板とグリスフィルターの組み立てかた』 （7ページ）を参照し、取り付けてください。①

1802　BJ8114
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LED照明の交換について
LED光源は蛍光灯や電球などのようにお客様ご自身でのお取り替えはできません。
光源寿命を迎えた場合は必ず交換作業をご依頼ください。
※LED照明は約4万時間の点灯で、約70％の照度になります。
※照明器具の寿命は使用条件、取付条件などにより変化します。

故障かなと思ったら
次の点をもう一度お調べください。

症　状

修理を依頼される前に
処　置考えられる原因

スイッチを入れてもファン
・照明の電源が入らない。
●

ファンがまわらない。●

分電盤のブレーカーを「入」
にする。

●

ファンのツマミを締め直す。
（12ページ参照）
●

ベルマウスを取り付け直す。
（13ページ参照）
●

ファンを取り付け直す。
（12ページ参照）
●

グリスフィルターをお手
入れする。（8ページ参照）

●

窓・給気口を開け十分な
給気を確保する。

●

窓・給気口を開け十分な
給気を確保する。

●

市販のフィルターをはず
す。

●

グリスフィルターをお手
入れする。（8ページ参照）

●

風があたらないようにする。●

電源プラグを差し込む。●

分電盤のブレーカーが
切れている。

●

電源プラグがはずれている。●

ファンのツマミが緩んで
いる。

●

ベルマウスの差し込みが
不十分。

●

ファンの取り付けが不十
分。

●

グリスフィルターが汚れて
目詰まりしている。

●

給気が十分でない。●

グリスフィルターが汚れ
ている。

●

市販のフィルターを重ね
ている。

●

給気が十分でない。●

エアコンや窓からの風が
あたっている。

●

屋外の防火ダンパーが閉
じていて、排気されない。

● 修理を依頼する。●

屋外のベンドキャップの防
鳥網が目詰まりしている。

防鳥網をお手入れする。●●

異常音がする。●

照明がつかない。● 修理を依頼する。●

コネクターの接触不良か、
コネクターがはずれている。

●

照明器具が寿命を迎えて
いる。

●

吸い込みが悪い。●

運転音が異常に大きい。●

防火ダンパー

防鳥網
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アフターサービス（必ずお読みください）

● 製品の保証期間は、お買い上げ後、取扱説明書、本体貼付ラベルの注意書に従った正常のご使用状態に
おいて1年間です。ただし、次の場合には、保証期間内でも有料になります。
火災、地震、風水害、落雷、その他の天災地変、異常電圧等不慮の事故により生じた故障及び損傷。
使用上の誤り、改造等による故障及び損傷。

修理を依頼されるときは

補修用性能部品の保有期間

ご連絡していただきたい内容

出張修理

品 名 レンジフード
形 名
製 造 番 号
お買い上げ日 　  　  年　　　  月　　　  日
故障の状況 できるだけ具体的に
ご 住 所 付近の目印なども併せてお知らせください。

お 名 前
電 話 番 号
訪問ご希望日

15ページに従ってお調べいただき、なお異常のあるときは、ご使用を中止し、必ず電源プラグを抜くか、
分電盤のブレーカーを切ってから、お買い上げの販売店または裏表紙のクリナップカスタマーセンター
までお申し出ください。

当社は、この製品の補修用性能部品を製造打切後6年間保有しています。
（補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。）

ご不明な点や修理に関するご相談は
修理に関するご相談ならびにご不明な点は、お買い上げの販売店または裏表紙のクリナップカスタ
マーセンターまでお問い合わせください。

形名表示
お買い上げの際に記入しておくとサービスを依頼される
ときに便利です。

高 所 取 付 用

製造番号 00000000000

機種名 ZRS60ABM

（例）

1
2
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アフターサービス（続き）

仕様

廃棄処分について

消費電力、風量、騒音の測定は、 JIS C 9603による。
騒音値、風量は実際の使用条件では変化しますのでご了承ください。
レンジフードに使用している部品は、性能向上などのために予告なしに一部変更することがあります。

形　　名
定格電圧
（V） ノッチ

強

中100

定格周波数
（Hz）

消費電力
（W）

騒　音
（dB）

風　量（m3/h）
0Pa

製品質量
（kg）

50 105 520 47
60 125 500 46
50 60 330 37
60 61 300 35

13.5

14.0

14.5

ZRS60ABM

ZRS75ABM

ZRS90ABM
弱

50 29 180 23
60 29 160

100Pa
420
430
-
-
-
- 22

● この商品を廃棄処分される場合は、必ず公的な許可を受けている処理業者にご依頼ください。

愛情点検 ★長年ご使用の製品の点検を
ご使用の際、
このような
症状はあり
ませんか？

このような症状のとき
は、故障や事故防止の
ため、電源を切り、必ず
販売店に点検・修理を
ご相談ください。

スイッチを入れても、動かないとき
がある。
運転中に異常な音や振動がある。
焦げ臭いにおいがする。
その他、異常・故障がある。

●

●
●
●

ご使用
中　止

長期使用製品安全表示制度に基づく本体表示について
（本体への表示内容）
※ 経年劣化により危害の発生が高まるおそれが
あることを注意喚起するために電気用品安全
法で義務付けられた右の内容の表示を本体に
おこなっています。

●「経年劣化とは」
長期間にわたる使用や放置に伴い生ずる劣化
をいいます。

（設計上の標準使用期間とは）
※運転時間や温湿度など、標準的な使用条件に
基づく経年劣化に対して、製造した年から安
全上支障なく使用することができる標準的な
期間です。

※設計上の標準使用期間は、無償保証期間とは
異なります。また、偶発的な故障を保証する
ものでもありません。

【製造年】　本体に西暦4ケタで表示してあります。
【設計上の標準使用期間】　10年
設計上の標準使用期間を超えてお使いいただいた場合は、経年
劣化による発火・けが等の事故に至るおそれがあります。

■標準使用条件
環境条件

負荷条件

電圧
日本工業規格　JIS C 9921-2より引用

周波数
温度
湿度
設置条件

1年間の使用時間想定時間

注 a）　　常時換気（24時間連続換気）のものは、8 760時間／年とする。

単相 100V
50Hz 又は／及び 60Hz
20℃
65％
標準設置
定格負荷（換気量）
換気時間 a）
台所　2 410時間／年

取付・設置説明書による
取扱説明書による

JIS C 9603参照
JIS C 9603参照
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ZRS（60/75/90）ABM
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